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イ
ス
l
イ
タ

イ
ス
ル
ギ
シ
ヤ
伊
須
留
腹
枇
鳳
主
部
徳
成
谷

肉
に
鎮
座
す
る
。
常
世
磁
永
正
丙
寅
年
と
あ
る
棟
札

に
は
五
位
大
槌
混
と
記
し
、
文
政
祉
税
帳
に
は
石
動

宮
と
載
せ
る
。
今
は
石
助
制
枇
と
い
ふ
。

イ
ス
ル
ギ
ヒ
ヨ
ジ
ン
ジ
ヤ
伊
須
流
岐
比
古
神
社

鹿
島
郡
石
動
山
に
鎮
座
す
る
式
内
世
で
、
中
路
大
宮

と
い
う
た
。
朝
野
鮮
総
に
『
永
隠
四
年
六
周
十
日
卜

部
宿
謝
粂
宗
奏
錨
卜
御
餌
御
卜
云
々
。
能
管
凶
伊
須

流
岐
比
古
跡
云
々
。
』
も
是
で
あ
る
。
詰
祉
は
も
と
天

平
寺
の
奉
仕
し
た
厨
で
、
本
祉
大
宮
大
継
現
伊
雌
骨
髄

命
本
地
顧
智
悶
満
雌
空
離
帯
陸
、
本
祉
客
人
大
槌
現

伊
弊
蹄
命
本
地
十
一
一
間
制
悦
脅
大
士
、
火
宮
蹴
正
大

槌
現
大
物
主
命
本
地
正
観
世
普
蒋
藤
、
梅
宮
銀
定
大

様
劉
天
目
一
箇
命
本
地
将
軍
地
厳
存
降
、
剣
宮
降
聞

大
槌
羽
市
木
島
剃
命
本
地
似
利
伽
識
不
動
明
王
を
紀

る
を
以
て
、
石
劫
山
五
枇
秘
説
と
群
し
た
。
し
か
し

客
人
大
槌
現
は
本
枇
の
相
殿
と
な
っ
て
ゐ
た
か
ら
、

祉
機
は
四
宇
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
又
頂
上
大
御
前
に

は
別
に
櫨
現
蛍
が
あ
っ
た
。
明
治
以
後
是
等
皆
様
し
、

大
御
前
の
櫨
現
堂
を
中
腹
に
移
し
て
本
殿
と
し
、
天

平
寺
の
講
堂
を
拝
殿
に
笛
て
、
伊
弊
諮
骨
格
以
下
の
四

位
を
皆
相
殿
と
し
た
。

イ
ス
ル
ギ
ヒ
コ
ジ
ン
ジ
ヤ
伊
須
流
支
比
古
締
結

鹿
島
郡
二
宮
に
在
っ
た
。
石
動
山
に
於
け
る
伊
須
流

岐
比
古
跡
祉
の
下
位
で
あ
る
。
式
内
等
醤
枇
記
に
、

『
伊
須
流
支
陥
商
紳
位
。
式
内
一
一
座
。
朝
日
庄
二
宮
村

銀
座
。
笛
凶
二
宮
也
。
故
稽
二
一
宮
吋
共
抑
簸
石
助
山

銀
座
。
』
と
見
え
る
。
今
は
こ
の
伊
須
椛
支
兆
古
跡
枇

を
二
宮
跡
枇
と
稽
し
て
相
峨
と
し
、
相
殿
で
あ
っ
た

天
日
陰
均
呼
称
祉
を
以
て
枇
践
と
し
て
跨
る
。
能
菅

名
跡
志
に
、
『
此
村
天
日
陰
均
時
前
世
立
給
ふ
。
則
二

ノ
宮
大
明
卸
と
い
ふ
。
蹄
主
般
木
氏
也
。
共
普
天
子

に
唖
の
姫
宮
あ
り
し
が
、
、
此
石
動
山
へ
揺
り
絵
ひ
し
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を
祭
hυ
事
り
し
御
紳
体
也
。
』
と
あ
る

0
4ア
メ
ノ
ヒ
一
て
観
覧
に
供
し
、
賠
路
士
大
夫
の
邸
を
巡
隠
し
た
。

カ
ゲ
ヒ
メ
ジ

y
ジ
ヤ
天
日
陰
施
時
前
枇
。
一
そ
の
後
士
人
も
之
に
倣
ひ
、
域
内
か
ら
も
繰
り
出
し

イ
ス
ル
ギ
ヤ
マ
プ
シ
右
動
山
伏
鹿
島
郡
石
動
一
た
か
ら
、
2

能
管
・
越
中
よ
り
来
観
す
る
も
の
す
ら
あ

山
天
平
寺
の
衆
徒
は
提
言
宗
の
清
俄
で
あ
っ
た
が
、
一
っ
た
。
夏
に
初
。
十
周
に
歪
っ
て
止
ん
だ
。
三
盛
問

元
は
修
験
道
の
山
伏
で
あ
っ
た
の
で
、
後
世
ま
で
い
一
番
に
之
を
元
和
七
年
仁
係
け
る
も
の
は
設
で
あ
ら

す
る
ぎ
山
伏
の
訴
が
残
っ
て
ゐ
る
。
一
一
ぅ
。

イ
セ
ザ
ダ
ヒ
ロ
伊
勢
貞
鹿
沼
稽
右
京
。
監
物
一
イ
ソ
カ
ハ
コ
ウ
ハ
タ
亙
+
川
剛
伯

J
イ
カ
ハ

貞
意
の
子
で
、
元
隊
十
六
年
前
国
綱
紀
の
矯
に
太
万
一
コ
ウ
ハ
タ
五
十
川
剛
伯
。

作
之
記
一
容
を
若
し
、
貸
永
四
年
父
の
夜
後
そ
の
様
一
イ
ソ
ス
E
+
淵
↓
イ
ギ
ス
五
十
洲
。

百
人
扶
一
持
を
織
い
で
小
持
組
に
列
し
、
事
保
七
年
に
一
イ
ソ
ノ
ド
ウ
タ
ユ
ン
磯
野
道
一
胸
元
膿
元
年
二

夜

し

た

。

一

百

石

を

以

て

召

出

さ

れ

、

同

十

三

年

袈

し

た

。

子

玄

イ
セ
ザ
ダ
ム
ネ
伊
勢
貞
窓
遡
稽
左
衛
門
・
監
一
室
を
経
、
孫
休
具
に
去
り
十
人
扶
持
を
受
け
た
が
、

物
。
も
と
地
下
の
宮
人
で
、
有
職
故
貧
に
遁
心
て
ゐ
一
事
保
三
年
七
用
不
行
朕
を
以
て
召
恕
さ
れ
た
。

た
か
ら
、
延
資
五
年
に
前
回
綱
紀
は
之
仁
百
人
扶
持
一
イ
ソ
ノ
ナ
ミ
砲
の
波
一
般
。
百
足
山
人
着
。

を
奥
へ
、
大
小
締
と
し
た
。
元
総
十
四
年
侯
の
鑓
に
一
天
保
十
二
年
七
用
十
哲
堂
梓
。
一
名
を
一
タ
俳
談
と

鞍
鈴
之
記
一
容
を
若
し
、
賓
永
四
年
夜
し
た
。
一
い
ふ
。
大
坂
の
反
古
庵
天
来
が
俳
諮
七
草
を
刊
行
し

イ
セ
ジ
ン
ジ
ヤ
伊
勢
締
結
鳳
至
郡
石
休
場
に
一
・
て
、
梅
室
の
俳
風
を
難
じ
た
に
封
し
、
委
し
く
鯨
解

鎮
座
す
る
。
こ
の
境
内
に
あ
っ
て
紳
木
と
せ
ら
れ
る
一
し
た
も
の
で
あ
る
。
磁
の
波
は
打
返
す
の
意
で
あ
ら

杉
は
、
胸
高
周
凶
七
米
三
、
高
二
四
米
を
有
す
る
。
一
う
。

イ
セ
ノ
タ
ヤ
伊
爵
の
援
屋
務
政
の
時
金
揮
新

町
に
、
伊
勢
外
宮
の
御
附
筒
井
土
佐
の
止
宿
所
が
あ

っ
て
、
神
殿
の
装
飾
を
施
し
、
之
を
伊
勢
の
按
屋
と

穏
し
た
。
土
佐
は
毎
年
大
賊
を
脱
却
し
、
こ
L
か
ら
城

下
の
士
際
に
頒
布
し
た
が
、
明
治
四
年
五
周
之
を
践

し
た
。
イ
セ
ヤ
カ
ン
ノ
シ
伊
勢
屋
観
音
鹿
島
郡
高
畠

に
在
る
。
能
資
名
跡
志
に
、
『
笛
凶
三
十
三
番
服
趨
十

一
番
札
所
常
楽
寺
と
て
あ
り
し
に
、
今
寺
な
し
。
本

寧
槻
悦
脅
は
此
村
伊
勢
屋
と
い
ふ
者
の
方
に
安
置
あ

b
。
依
て
伊
勢
屋
の
観
音
と
い
ふ
。
』
と
あ
る
。

イ
セ
ヲ

F
U
伊
勢
樹
元
和
・
元
年
伊
勢
踊
が
大

に
流
行
し
た
。
金
滞
で
は
少
年
等
闇
慢
を
組
織
し
、

盛
装
し
て
蹴
り
な
が
ら
、
郡
明
富
か
ら
城
中
に
歪
つ

イ
ソ
ペ
磁
部
河
北
郡
鞍
用
庄
に
鴎
す
る
部

務
。
長
事
三
年
入
居
五
日
宗
勝
・
撒
秀
在
判
、
山
門

本
院
北
谷
接
頭
宛
厨
の
文
書
に
、
『
加
州
倉
周
庄
内
犠

遜
廿
町
方
事
』
と
あ
る
。

イ
ソ
ベ
ク
z
b
p
マ
ジ
ン
ジ
ヤ
磯
部
園
玉
紳
結

江
沼
郡
に
あ
っ
た
。
式
内
等
醤
位
記
に
、
『
鶴
部
凶
玉

紳
枇
。
菅
波
村
銀
座
。
祭
神
大
物
主
命
。
』
と
見
え
る
。

今
大
菅
設
に
三
輪
紳
枇
あ
る
も
の
是
で
あ
ら
う
。

イ
ソ
ベ
ジ
ン
ジ
ヤ
石
部
締
結
能
美
郡
同
府
ハ
今

古
府
〉
に
在
っ
て
、
一
闘
の
惣
祉
で
あ
っ
た
。
白
山
記

に
は
之
を
凶
の
入
社
中
に
蚊
へ
て
、
府
南
臨
時
-
誠
取
。

と
担
し
、
式
内
等
萄
世
記
に
は
、
『
石
部
静
位
。
式
内
一

座
。
得
橋
郷
闘
府
村
府
南
山
銀
座
。
穣
昌
府
南
惣
枇
4

祭
静
大
物
主
跡
。
一
一
蹴
櫛
目
方
命
。
今
里
人
穣
=
飴
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四
二

見
山
正
明
司
柿
吋
飴
見
府
南
也
。
』
と
書
い
て
ゐ
る
。
現

に
石
部
蹄
散
が
あ
り
、
大
物
主
命
を
祭
紳
と
す
る
。

イ

γ
マ
ツ
ロ
タ
ザ
エ
モ
ン
磁
松
穴
左
衛
門
元

利
元
年
前
回
利
常
に
仕
へ
て
三
百
石
を
領
し
、
子
孫

世
々
滞
に
仕
へ
た
。

イ
ゾ
メ
射
初
射
初
は
金
海
域
三
，
丸
で
正
月

四
日
に
行
は
れ
た
。
滞
侯
は
常
日
の
年
瓶
拝
賀
を
受

け
た
後
六
贋
聞
に
出
座
し
、
射
初
の
式
を
行
う
た
射

手
紙
許
・
射
手
及
び
そ
の
嫡
男
に
賜
講
す
る
。
こ
の

日
=
一
，
丸
に
鍛
抱
打
初
の
儀
が
あ
り
、
異
風
貌
許
・

異
風
及
び
そ
の
嫡
男
等
之
を
勤
め
、
年
寄
の
一
人
滞

侯
代
理
と
し
て
臨
場
す
る
。
又
滞
俣
の
隠
室
に
近
い

馬
場
で
来
初
が
あ
り
、
藩
侯
若
し
試
乗
す
る
時
は
一

爾
人
が
陪
乗
す
る
。
次
に
射
初
・
打
初
・
来
初
を
行
っ

た
者
を
松
之
聞
の
二
之
聞
に
召
し
て
円
録
を
賜
は

る
。
下
賜
品
は
射
手
裁
許
・
異
風
裁
許
・
馬
奉
行
に
腕

上
下
一
具
宛
、
そ
の
外
差
が
あ
る
。
次
い
で
土
地
之

聞
に
於
い
て
、
射
手
・
異
風
に
雄
裁
・
吸
物
・
取
肴
・

酒
、
来
陪
仰
の
徒
は
防
腐
に
於
い
て
一
汁
三
奈
・
取
肴
・

酒
、
歩
並
の
来
持
者
は
一
汁
二
袈
・
煮
物
・
取
肴
・
稿
、

仲
間
小
頭
・
足
臨
・
足
堀
部
に
一
汁
二
架
・
積
を
典
へ

ら
れ
る
。
こ
の
日
又
馬
洗
の
儀
も
あ
っ
た
。

イ

y

u

E

+
星

J
イ
キ
リ
五
十
恩
。

イ
タ
ガ
キ
ト
モ
サ
ダ
板
垣
知
貞
遇
制
柄
小
平
。

突
は
松
平
信
濃
守
の
臣
夜
垣
卒
右
衛
門
。
知
貞
鹿
安

四
年
前
倒
利
常
に
仕
へ
て
二
百
石
を
受
け
、
御
使
番
・

御
先
筒
頭
を
経
、
箆
永
元
年
夜
。
子
蕗
務
に
世
襲
し

た。
イ
タ
ガ
キ
ノ
プ
ア
キ
板
短
信
精
逝
都
新
張
。

初
名
小
十
郎
。
突
は
小
平
知
貞
。
信
精
非
行
あ
る
を

以
て
、
費
永
元
年
そ
の
子
久
五
左
衛
門
を
し
て
小
.
平

の
後
を
受
け
し
め
、
己
は
翌
年
制
髪
し
て
如
風
と
癖

し
、
隠
避
者
と
な
っ
て
一
生
を
終
へ
た
。
之
を
以
て


